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日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

　

問　

日
本
は
、
税
や
社
会
保
障

の
所
得
の
再
分
配
機
能
が
機
能
せ

ず
、
逆
に
貧
困
率
が
上
昇
す
る
唯

一
の
先
進
国
で
、
子
ど
も
の
貧
困

率
は　

・
３
％
に
も
な
っ
て
い
る
。

１６

市
で
は
、乳
幼
児
健
診
や
保
育
園
、

学
校
な
ど
の
生
活
の
中
で
貧
困
世

帯
を
ど
う
把
握
し
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
か
。そ
の
際
、生
活
困
窮
者

自
立
支
援
相
談
に
つ
な
げ
る
事
が

大
事
だ
が
、意
識
は
あ
る
か
。中
学

校
入
学
時
に
は
、
制
服
な
ど
に
掛

か
る
親
の
負
担
が
７
万
円
以
上
と

大
き
い
。
制
服
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス

を
教
育
委
員
会
で
取
り
扱
わ
な
い

か
。貧
困
現
状
を
分
析
し
、具
体
的

指
標
を
持
っ
た
持
続
的
な
取
り
組

み
を
行
う
た
め
子
ど
も
貧
困
対
策

推
進
計
画
を
作
成
し
な
い
か
。

　

答　

乳
幼
児
健
診
で
は
、
保
健

師
に
よ
る
問
診
な
ど
で
貧
困
な
ど

の
状
況
を
把
握
し
、
継
続
的
支
援

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
。
保
育
園
で
は
、
持
ち
物
の

衛
生
状
態
や
食
事
へ
の
執
着
度
な

ど
か
ら
配
慮
が
必
要
な
家
庭
に
つ

い
て
は
、
全
職
員
で
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。学
校
で
は
、就
学
援
助

の
申
請
書
を
現
認
定
者
全
員
や
新

一
年
生
に
、全
学
年
へ
は
、制
度
の

お
知
ら
せ
を
配
付
し
て
い
る
。
経

済
的
な
相
談
は
、
生
活
困
窮
者
自

立
事
業
や
関
係
機
関
へ
つ
な
げ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

っ
た
制
服
の
リ
ユ
ー
ス
の
取
扱
い

や
子
ど
も
貧
困
対
策
推
進
計
画
の

作
成
は
、現
在
、考
え
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
神
奈
川
地
震
被
害
想

定
調
査
に
基
づ
き
抜
本
的
対
策
強

化
を
」
を
質
問
）

　

問　

国
の
調
査
に
よ
る
と
平
成

　

年
の
全
国
の
空
き
家
は
８
２
０

２５万
戸
、空
き
家
率
は　

・
５
％
と
な

１３

っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

で
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
本
市
の
空
き
家
の
数
と
空
き

家
率
は
ど
う
か
。
適
正
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、
倒

壊
の
危
険
や
景
観
の
悪
化
、
防
犯

や
衛
生
上
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

地
域
の
住
民
は
日
々
不
安
を
抱
え

て
生
活
し
て
い
る
。
少
し
で
も
不

公
明
党　
　
　

三
谷　

小
鶴

安
を
和
ら
げ
る
た
め
、市
、地
域
住

民
、自
治
会
が
連
携
を
図
り
、問
題

解
決
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が

市
の
考
え
は
。ま
た
、　

年
５
月
に

２７

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行

さ
れ
、
危
険
な
状
態
の
空
き
家
な

ど
を
特
定
空
き
家
と
認
定
し
て
い

る
が
、市
の
取
り
組
み
と
対
応
は
。

　

答　

市
で
は
、
自
治
会
な
ど
か

ら
の
情
報
に
よ
り
現
在　

件
の
空

６５

き
家
を
確
認
し
て
い
る
。
一
方
、

国
の
調
査
に
よ
る
と
本
市
の
空
き

家
は
５
１
０
件
、
空
き
家
率
は
約

８
％
と
推
計
さ
れ
、
今
後
は
実
態

を
把
握
し
て
い
き
た
い
。
空
き
家

対
策
は
、
地
域
と
の
連
携
が
不
可

欠
な
た
め
、
実
態
調
査
を
し
た
上

で
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
方
々
と
の
連
携
方
法
な
ど
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
特
別
措
置
法
に
該
当
す
る

状
態
の
空
き
家
は
な
か
っ
た
が
、

平
成　

年
度
に
は
、
空
き
家
対
策

２８

庁
内
組
織
な
ど
を
設
置
し
、
相
談

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
空
き

家
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
所
有
者

の
特
定
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向

け
た
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
２
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

１８

運
営
委
員
会
・
議
会
報
編

集
委
員
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
初

２５

日
）
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２６

２
日
）・
議
会
全
員
協
議
会

●
３
月

１
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

２
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１０
　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１５

３
日
）

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１６

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２２

終
日
）
・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
全
員
協
議
会
・

議
会
報
編
集
委
員
会

●
４
月

　

日　

海
老
名
市
議
会
議
員
来
市

１５

（
中
小
企
業
支
援
の
取
り

組
み
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

運
営
委
員
会

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会

２７●
５
月

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１０
　

日　

山
口
県
岩
国
市
議
会
議
員

１１

来
市
（
部
活
動
に
よ
る
学

校
変
更
制
度
）

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
位
置
付
け
た
施
策
を

具
現
化
す
る
こ
と
で
ア
グ
リ
パ
ー

ク
構
想
が
目
指
す
農
業
振
興
の
拠

点
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、道
の
駅
は
、市
外
か

ら
の
集
客
・
経
済
効
果
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
用
地
確
保
や
施
設

整
備
な
ど
、多
く
の
課
題
が
あ
る
。

一
方
、
道
の
駅
ほ
ど
要
件
が
厳
し

く
な
い
、ま
ち
の
駅
は
、整
備
手
法

の
一
つ
と
し
て
研
究
し
て
お
り
、

地
域
振
興
施
設
の
早
期
実
現
に
向

け
、
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
Ｔ
Ｖ
共
同
受
信
施
設

民
間
移
行
状
況
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

二
見　
　

昇

　

問　

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
メ
リ
ッ
ト
の
み
を
宣
伝
し
て

い
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
当
然
あ

る
と
考
え
る
。
多
く
の
市
民
か
ら

制
度
に
対
す
る
不
安
の
声
を
聞
い

て
い
る
が
、
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況
は
ど
う

か
。
本
人
の
意
思
と
関
係
な
く
、

特
定
健
診
な
ど
の
医
療
分
野
や
預

貯
金
口
座
の
情
報
と
マ
イ
ナ
ン
バ

事
務
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
本
市
は
利
用
し
て

お
ら
ず
、
予
防
接
種
履
歴
で
の
連

携
や
預
貯
金
口
座
に
関
し
て
は
、

現
時
点
で
具
体
的
な
取
り
扱
い
が

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
な

い
申
請
書
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
も

受
理
す
る
が
、
事
務
処
理
上
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
場
合
に
は
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
に
提
供
を
求
め
て
記
入
し
て
い

く
。
カ
ー
ド
交
付
の
申
請
は
任
意

で
あ
る
た
め
、罰
則
規
定
は
な
い
。

（
ほ
か
に
「
選
挙
法
改
正
に
よ
る

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
有
権
者
の

１８

１９

対
応
」
を
質
問
）

　

問　

平
成　

年
度
に（
仮
称
）綾

２９

瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
、　

年
３２

に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
、
市
内

へ
の
通
過
交
通
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
今
後
は
市
外
か
ら
来
訪
者
を

呼
び
込
む
た
め
、
綾
瀬
ブ
ラ
ン
ド

確
立
へ
の
取
り
組
み
に
一
層
力
を

入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
地

志
政
あ
や
せ　

橘
川　

佳
彦

域
振
興
施
設
の
整
備
、
誘
導
の
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
農
業
振
興
の
拠
点
づ
く
り
と

な
る
ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
の
現
在

の
状
況
は
。
ま
た
、
県
内
で
は
、

す
で
に
幾
つ
か
の
道
の
駅
が
で
き

て
お
り
、
周
辺
市
町
村
で
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
は
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
き
た
が
、
事
業
は
進

ー
が
関
連
付
け
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
市
は
ど
う
取
り
扱
っ
て

い
く
の
か
。ま
た
、カ
ー
ド
を
申
請

し
て
い
な
い
方
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
知
ら
な
い
方
が
窓
口
に
来
た
場

合
、
申
請
書
の
提
出
な
ど
に
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
自
ら
の

意
思
で
カ
ー
ド
を
申
請
し
な
い
場

合
、罰
則
規
定
な
ど
は
あ
る
の
か
。

　

答　

本
市
で
は
、
平
成　

年
２

２８

月
末
現
在
で
７
０
２
６
人
が
カ
ー

ド
を
申
請
し
て
い
る
。
特
定
健
診

地
域
振
興
施
設
を
整
備
・
誘
導

し
ま
ち
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用
状
況

と
今
後
の
窓
口
で
の
対
応
は

　

問　

平
成　

年
２
月
に
町
田
市

２８

鶴
間
の
交
差
点
で
ダ
ン
プ
カ
ー
に

よ
る
小
学
１
年
生
ひ
き
逃
げ
事
件

が
あ
っ
た
。
青
信
号
を
渡
る
子
ど

も
た
ち
の
悲
惨
な
事
故
が
多
い

が
、
本
市
の
信
号
交
差
点
に
お
け

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通
安
全
対

策
は
。
ま
た
、
信
号
交
差
点
で
歩

行
者
と
車
を
完
全
に
分
離
す
る
、

歩
車
分
離
式
信
号
機
が
有
効
だ
と

思
う
が
、
市
内
の
信
号
機
の
総
数

と
歩
車
分
離
式
信
号
機
の
整
備
率

は
。
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始
に
よ

り
、
大
型
車
な
ど
の
交
通
量
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
今
後
、
神
奈

川
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
積
極

的
な
歩
車
分
離
式
信
号
機
整
備
の

働
き
掛
け
と
、
市
民
へ
の
同
信
号

機
の
啓
発
は
で
き
な
い
か
。

　

答　

毎
年
、
年
度
当
初
に
市
内

全
て
の
小
学
校
で
、
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
、
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方

な
ど
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

安
全
に
行
動
で
き
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
全
信
号
機

の
数
は
、　

基
、歩
車
分
離
式
信
号

８８

機
の
整
備
数
は
、
３
基
と
な
っ
て

お
り
、
整
備
率
は
、
約
３
・
４
％

と
な
る
。信
号
機
の
設
置
可
否
は
、

神
奈
川
県
公
安
委
員
会
が
総
合
的

に
判
断
す
る
が
、
市
は
、
必
要
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
歩
車
分
離
式
信
号
機
の
設
置

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
、
歩
車
分
離
式
信
号
機
の
説
明

と
、
市
内
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

志
政
あ
や
せ　

齊
藤　

慶
吾

歩車分離式信号

機設置による子

どもの交通安全対策を

人口減少や少子

高齢化に伴う空

き家対策推進を望む

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
強
化
し

世
代
間
連
鎖
を
な
く
す
支
援
を

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」


